
北広島町の概要 

概要 

人口（H27 国勢調査） 

自然 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・平成 17 年（2005）年 2 月 1 日合併により誕生。（芸

北町・大朝町・千代田町・豊平町の 4 町が合併） 

・町面積 646.20k ㎡は、町としては中国地方一の広さ。

（日本一広い町は北海道足寄町 1,408.04 k ㎡） 

・中国自動車道の IC が 2 つ有り、広島市中心部から

約 40 分でアクセス可能。 

・隣接する市町は広島市・安芸高田市・安芸太田町・

島根県の益田市・浜田市・邑南町。 

 

 

・太田川・江の川の原流域。 

・中国山地に位置し、面積の 8 割以上は森林地帯。 

・北西部の芸北地域は 1,000ｍ級の山が連なる。 

（町内最高峰は芸北地域の刈尾山 1223.4ｍ） 

・国立公園の一部である八幡湿原がある芸北地域八幡

は 2ｍの雪を記録する事もある豪雪地帯。 

・八幡湿原は、乾燥し湿原としては危機的状況であっ

たが、環境省の湿原自然再生事業を利用し、地域住

民行政が一体となった活動で湿原として再生した。 

・南東側は標高 200ｍ台の盆地地帯。 

・カワシンジュガイやオオサンショウウオ等の貴重な

生物の保全や、草原の環境保全として山焼きを行う

等、住民による自然保護活動が盛ん。 

 

 

 

 

 

 

・人口 

調査年 人口 減少率 

S60 23,183 人 ▲2.4％ 

H2 22,926 人 ▲1.1％ 

H7 22,458 人 ▲2.0％ 

H12 21,929 人 ▲2.4％ 

H17 20,857 人 ▲4.9％ 

H22 19,969 人 ▲4.3％ 

H27 18,918 人 ▲5.3％ 

・世帯数 7,695 世帯（H22：7,667 世帯） 

・人口密度（1k ㎡当たり）29.3 人（H22：30.9 人） 

・人口区分 

老齢人口比率 37.4%（Ｈ22：35.0%） 

65 歳以上人口 7,054 人 

15～64 歳人口 9,653 人 

15 歳未満人口 2,132 人 

・1 人暮らし 65 歳以上人口 1,241 人（Ｈ22：1,104 人） 

就業者数 10,055 人（Ｈ22：10,498 人） 

第 1 次産業従事者 1,799 人（Ｈ22：2,186 人） 

第 2 次産業従事者 2,840 人（Ｈ22：2,801 人） 

第 3 次産業従事者 5,250 人（Ｈ22：5,402 人） 

・昼間人口 21,018 人（H22：21,558 人） 

 夜間人口（18,918 人）よりも多いため、北広島町は

通勤通学のため町外から通ってくる人が多い事が

わかる。北広島町への通勤学者が多い自治体は、広

島市安佐北区 1,440 人、安芸高田市 643 人、広島市

安佐南区 593 人となっている。 

・住民基本台帳に基づくデータッ 

移動種別 
H27.10.1～

H28.9.30 
H26.10.1～

H27.9.30 

転入者 766 人 713 人 

転出者 692 人 739 人 

出生 102 人 110 人 

死亡 319 人 327 人 

広島県市区町村別人口、世帯数及び人口動態  



文化・観光  

・花田植 

 豊作を願い春に行われる行事。町内 3 か所（壬生・

新庄・原東）で行われる。特に壬生の花田植は平成 23

年 11 月にユネスコの世界無形文化遺産に登録されて

おり、毎年多くの観光客が訪れる。 

 

 

 

 

 

 

 

壬生の花田植 

 

・神楽 

 広島県の観光資源として注目される神楽が盛んで、

神楽団数は県内最多の約 60 団体存在する。収穫を祝

う秋には集落ごとに秋祭りが行われ、夜通し神楽が行

われる。近年は、広島市や安芸高田市・安芸太田町・

廿日市市・呉市・三原市と共同で「ひろしま神楽の日」

と題し、市内で神楽イベントが行われる。 

 

 

 

 

 

 

 

神楽 

 

・テングシデ 

 大朝地域にあるシデの群落。イヌシデの変種で北広

島町だけに自生し、国の天然記念物に指定されている。 

 

 

 

 

 

 

 

テングシデ 

 

・吉川氏史跡 

 戦国大名毛利元就の次男である吉川元春が拠点と

したのが北広島町周辺である。吉川元春館跡にある戦

国の庭歴史館や万徳院跡歴史公園・小倉山城跡歴史公

園など史跡が多く残る。 

 

 

 

 

 

 

 

吉川元春館跡 

 

・ウインタースポーツ 

 町内 6 か所のスキー場（やわたハイランド 191 リゾ

ート・芸北高原大佐スキー場・芸北国際スキー場・雄

鹿原高原スキー場・ユートピアサイオト・スキーパー

ク寒曳）があり、西日本有数のスキー場集積地域。九

州などから多くのスキー客が訪れる。 

 

・どぶろく・果実酒特区 

 どぶろく・果実酒特区に認定されておりどぶろく作

りが行われている。地域にある民宿ではできたてフレ

ッシュなどぶろくが味わえるほか、道の駅でも販売さ

れている。生産されているどぶろく：谷川（民宿たに

もと）・八幡（民宿あるぺん屋） 

  



・豊平ソバ 

 洞爺湖サミットに招待された高橋邦弘名人が指導

された手打ちソバの店が豊平地域に多くある。ルチン

を多く含む独自の品種とよむすめの栽培も行われて

いる。 

 

・道の駅 

 千代田 IC 近くの「道の駅舞ロード IC 千代田」と「道

の駅豊平どんぐり村」という 2 つの道の駅があり、採

れたて農産物を販売する産直市などで賑わっている。

舞ロード IC 千代田は平成 25 年 10 月にリニューアル

オープンし、レストランが新しくできた。どんぐり村

ではソバ打ち体験ができ、毎年新ソバの季節に行う

「そばまつり とよひら」は 2 万人が訪れる町内最大

規模のイベント。 

 

 

 

 

 

 

 

道の駅豊平どんぐり村 

 

 

 

 

 

 

 

道の駅舞ロードＩＣ千代田 

 

・温泉 

 町内各地に温泉宿が有り、すばらしい自然環境を満

喫でき、なおかつ広島市内から 1 時間程度というアク

セスの良さを誇る。温泉宿（芸北オークガーデン・田

原温泉 5000 年風呂・おおあさ鳴滝露天温泉・広島北

ホテル・養老温泉・千代田温泉・どんぐり荘）※芸北

オークガーデン・田原温泉・どんぐり荘は町営（指定

管理）施設。 

 

 

・高原の自然館 

 八幡高原に点在する湿原を総称して八幡湿原とい

い、西日本で最大規模の湿原群である。歩道が整備さ

れており、希少な動植物を観察しながら散策できる。

湿原内にある高原の自然館は、湿原の情報コーナーな

ど散策の拠点として利用できる。 

 

 

 

 

 

 

 

八幡湿原 

 

・農村体験 

 平成 20 年度より、子どもたちを農家民宿で受け入

れ、農村の生活を体験できる事業を行っている。県内

の小学校から毎夏多くの児童を受け入れ、子どもたち

と受け入れる農家双方とも貴重な体験ができる事業

として高い評価を受けている。 

  



数字で見る北広島町（H27 国勢調査）  

 

人口 18,918 人  

一般世帯数 7,695 世帯  

１世帯当たり人員 2.33 人  

15 歳未満人口 2,132 人 11.2% 

15～64 歳人口 9,653 人 51.0% 

65 歳以上人口 7,054 人 37.3% 

75 歳以上人口 4,156 人 22.0% 

85 歳以上人口 1,665 人 8.8% 

男人口 9,177 人  

男 15 歳未満人口 1,084 人 11.8% 

男 15～64 歳人口 5,174 人 56.4% 

男 65 歳以上人口 2,858 人 31.1% 

女人口 9,741 人  

女 15 歳未満人口 1,048 人 10.8% 

女 15～64 歳人口 4,479 人 46.0% 

女 65 歳以上人口 4,196 人 43.1% 

一人暮らし 65 歳人口 1,241 人  

男一人暮らし 65 歳人口 362 人  

女一人暮らし 65 歳人口 879 人  

外国人人口 337 人  

男外国人人口 185 人  

女外国人人口 152 人  

労働力人口 10,256 人  

就業者数 10,055 人  

第 1 次産業従事者 1,799 人 17.9% 

第 2 次産業従事者 2,840 人 28.2% 

第 3 次産業従事者 5,250 人 52.2% 

Ａ農業、林業 1,796 人 17.9% 

 うち農業 1,730 人 17.2% 

Ｂ漁業 3 人 0.02% 

Ｃ鉱業,採石業,砂利採取業 3 人 0.02% 

Ｄ建設業 735 人 7.3% 

Ｅ製造業 2,102 人 20.9% 

Ｆ電気,ガス,水道業 22 人 0.2% 

Ｇ情報通信業 30 人 0.3% 

Ｈ運輸業,郵便業 529 人 5.3% 

Ｉ卸売業,小売業 999 人 9.9% 

Ｊ金融業,保険業 80 人 0.8% 

Ｋ不動産業,物品賃貸業 53 人 0.5% 

Ｌ学術研究,専門・技術サービス業 92 人 0.9% 

Ｍ宿泊業,飲食サービス業 429 人 4.3% 

Ｎ生活関連サービス業,娯楽業 291 人 2.9% 

Ｏ教育,学習支援業 345 人 3.4% 

Ｐ医療，福祉 1,354 人 13.5% 

Ｑ複合サービス事業 195 人 1.9% 

Ｒサービス業 484 人 4.8% 

Ｓ公務 347 人 3.5% 

Ｔ分類不能の産業 166 人 1.7% 

昼間人口 21,018 人  

北広島町への通勤通学者 3,786 人  

町外への通勤通学者 1,686 人  

 

 

昼間人口（15 歳以上） 

 

○北広島町に住む就業者・通学者 10,891 人 

 北広島町内に従業・通学 9,055 人 

  自宅 2,146 人 

  自宅外 6,909 人 

 他市町村で従業・通学 1,697 人 

  広島市安佐北区 521 人 

  安芸高田市 299 人 

  広島市安佐南区 219 人 

  広島市中区 125 人 

  安芸太田町 90 人 

  広島市西区 69 人 

  邑南町 56 人 

  三次市 53 人 

  広島市南区 38 人 

  浜田市 24 人 

 

○北広島町以外に住む就業者・通学者 3,712 人 

 居住地別人数 

  広島市安佐北区 1,440 人 

  安芸高田市 643 人 

  広島市安佐南区 593 人 

  邑南町 227 人 

  広島市西区 125 人 

  広島市佐伯区 109 人 

  安芸太田町 95 人 

  三次市 69 人 

  広島市東区 76 人 

  廿日市市 45 人 

  浜田市 40 人 

 

○北広島町の就業者・通学者数 12,767 人 

  



数字で見る北広島町 
 

 

 

 

面積 646.20k ㎡ 
国土地理院（H26.1.1） 

※町の面積としては中国地方一の広さ 

人口 18,918 人 平成 27 年国勢調査 

世帯数 7,695 世帯 平成 27 年国勢調査 

老年人口比率 37.4% 平成 22 年国勢調査 

人口密度 29.3 人 （１k ㎡当たり）平成 27 年国勢調査 

人口推移 

平成 22 年人口 19,969 人 

1,051 人の減少 

減少率 5.3% 

平成 22・27 年国勢調査 

昼間人口 
昼間人口 21,018 人 

北広島町への通勤通学者 3,786 人 
平成 27 年国勢調査 

森林面積 53,325ha 広島県林務関係行政資料（H27.4.1) 

農業 農家数 

   経営耕地面積 

1,784 戸 

306,200a 
農林水産省「農林業センサス」（H27.2.1） 

製造業 事業所数 

従業者数 

製造品出荷額 

79 事業所 

3,337 人 

131,009 百万円 ＊H27 

経済産業省「経済センサス（活動調査）」 

(H28.6.1) 

（従業者 3 人以下の事業所は含まず） 

卸売小売業 事業所数 

就業者数 

年間商品販売額 

258 事業所 

1,491 人 

2,312,300 万円 

経済産業省「商業統計調査」(H26.7.1) 

教育・文化 

小学校 9 校 

中学校 5 校 

高 校 3 校 

図書館 1 館 

体育館 5 館 

 

 

 

図書館は分館が 3 館 

体育館数は学校施設を除く 

幼稚園児数 

小学校児童数 

中学校生徒数 

― 

884 人 

596 人 

文部科学省「学校基本調査」(H29.5.1) 

観光客数 259 万人 「平成 28 年広島県観光客数の動向」 

財政歳出（普通会計） 17,035 百万円 「財政状況資料集」（H27 年度） 

財政力指数 0.35 「財政状況資料集」（H27 年度） 

経常収支比率 89.3％ 「財政状況資料集」（H27 年度） 

実質公債費比率 16.7％ 「財政状況資料集」（H27 年度） 


